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第8章  計画の達成状況の評価 

1. 進行管理の体制 

市民や来訪者の移動を確保する公共交通

を、魅力的かつ利便性の高いサービスとして

いくために、市民、交通事業者、行政が一丸と

なって取り組み、玉名市地域公共交通会議に

おいて計画の進行管理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. ＰＤＣＡサイクルによる推進 

本計画の推進にあたっては、地域公共交通を取り巻く環境の変化に対して、事業等の評価・検証を

継続的に行い、状況に応じて見直しを図る必要があります。 

評価・検証については、「Ｐ（Ｐｌａｎ/計画）」→「Ｄ（Ｄｏ/実行）」→「Ｃ（Ｃｈｅｃｋ/評価）」→「Ａ（Ａｃｔｉｏｎ

/改善）といった、「PDCA サイクル」の仕組みにより進行管理を実施し、目標達成の状況把握や事業の

見直し・改善を行うこととします。 

 

●事業実施状況の評価（年度毎に実施） 

当該年度に実施した事業の評価を実施する。 

●目標達成度の評価（計画期間最終年度に実施） 

計画に掲げる目標値との比較により、計画目標及び事業の達成状況を検証する。 

 

【PDCA サイクルの概要】 

項目 事業実施状況の評価 目標達成度の評価 

P Plan/計画 
各路線等の運行計画の策定 

各種事業の検討 
玉名市地域公共交通計画の策定 

D Do/実行 
持続可能な地域公共交通体系の構築 

各種事業の実施 
計画に掲げる各種事業の実施 

C Check/評価 
運行・利用状況の評価 

事業実施効果の評価 

各種事業の実行による効果（目標値の達

成状況）の評価 

A Action/改善 
運行・サービスの見直し 

各種事業の見直し 
玉名市地域公共交通計画の見直しの検討 

  

玉名市 
・市民ニーズの把握・検証 
・公共交通に関する情報の積極的発信・共有 
・財政支援（補助金等） 
・利用促進 PR、意識啓発 など 

玉名市地域公共交通会議 
 
 

・PDCA サイクルによる進行管理 
・公共交通の運行内容に関する評価 
・地域や公共交通の現状、課題等の検証 
・公共交通の運行方針、ルート、ダイヤ等の調整 
・利用促進に向けた取組 

市民代表 交通事業者 

国・県 警察 道路管理者  など 

【進行管理の体制】 


